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平成２３年度　実施計画作成・事務事業評価（事後評価）シート
実施計画
１　基本事項

部等名 産業振興部 課等名 観光交流課 記入者名 田口　保 内線 151

事務事業名 荒崎地区花いっぱい運動委託 事業期間 平成 年度 平成 年度

総合計画上の
位置付け

基本方針 観光の振興

施　　策 観光客の誘致

細 施 策 受け入れ態勢の整備

根拠法令・条例、関連計画等
　予算細々目名 会計 款 項 目 細目

出水地域（観光事業費） 01 07 01 03 005

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

　ツルの渡来地である荒崎地区で、荒崎橋近くの歩道脇にある花壇に花を植栽し、観光客を出迎えるための整備を
図る。（県道のため道路占用許可をもらってある）

３　事務事業の概要

H22年度の事業概要
H23年度の

事業概要・計画
H24年度の事業計画 H25年度の事業計画

（委託先）
荒崎自治会（出水）
（事業内容）
花壇（約１８９㎡）に花を
植栽する。
（期間）
H22.8.5～H23.3.31

（委託先）
荒崎自治会（出水）
（事業内容）
花壇（約１８９㎡）に花を
植栽する。
（期間）
H23.8.18～H24.3.31

（委託先）
荒崎自治会（出水）
（事業内容）
花壇（約１８９㎡）に花を
植栽する。
（期間）
契約日～H25.3.31

（委託先）
荒崎自治会（出水）
（事業内容）
花壇（約１８９㎡）に花を
植栽する。
（期間）
契約日～H26.3.31

４　事務事業の対象・手段・意図
　対象（誰・何に対して行う事業ですか） 手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

観光客

ツル観察センターへの通り道である荒崎橋近くの歩道脇の花壇に観光
客歓迎のための花を植栽する。

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）
　本市の冬季の主要観光地である荒崎を訪れる観光客に対し、歓迎の意を表す。
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※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

事務事業評価（事後評価）
１　指標の推移

区分 指 標 名 単位
22年度 23年度 24年度 25年度 最終目標
実績 目標 目標 目標 年度 目標値

活
動
指
標

①

②

成
果
指
標

① ツル観光客数 人 75,000 200,000 210,000 220,000 28 250,000

②

２　評　　　価

有
効
性

　成果指標を向上させる余地はないですか

■ な　い 理由

　本事業により大幅にツル観光客数を伸ばすことは難しい。
□ あ　る

　廃止・休止した場合の影響はありますか

■ あ　る 理由

　地元住民の観光に対する参加意識が薄れることが考えられる。
□ な　い

効
率
性

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか

■ な　い 理由

　コスト削減には、委託先である地元自治会の了承が必要と考える。□ あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）

□ な　い 理由

　商店街の花壇植え替え等の事業との統合が考えられる。
■ あ　る

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

□ は　い 理由

受益者負担なし
□ いいえ

そ
の
他

　他の市町村では、実施している事業ですか

市単独事業のもてなし事業の一環であり、近隣では実施していない。（長島町等の観光事業とは内容
が異なる。）

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

二次評価と同様に継続とする。

他事業との統合も考えられるが、ツル渡来地周辺自治会である荒崎自治
会の観光への参加という観点から、現時点では継続とする。

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

一次評価と同様に継続とする。また、委託料については、委託業務内容
を精査し見直しを検討する。

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）


